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C酬及び翻悪1氏鍍銀法を以てぜる

入胎児延髄の構暗調に隣孤束核細

胞軸索の延髄内の走行に就て

金沢医科大攣久留外科教室（主任 久留勝教授）

大  田  英  夫
    Uideo Ota

  （昭和25年1月10日受付）

第1章緒
 久留教授13）1肺）16）17）18）19） 20） 21）2脾）23＞は前

側索を上行し來り，延髄に終末する織維群（脊

髄〔延髄：路Tractus spino－bulbares）を始めて記載

され海（このものは後にその起始が判明し〔高

＃9 33）〕薦髄i延髄路・ t Tractus sacro－bulbares、と呼

ばれるに至った）が，その中最も繊維に富む一

群は孤束の外側に之と全く別個に．而も之と

略it雫行に存在する核柱に絡るものであって，

教授はこの織維群に脊髄隣孤束核路Tractus

spino－jUxtasolitdrialisの名称を，叉この核柱に

隣孤束核Nucleus juxtasolitariusの名を與へら

言

れた．而して隣孤束核よ9は恐らく同盟の基底

友白質周辺を上行する織維群が発し一部は覗丘

下部に，一部は覗丘に向ふならんとの推定も揚

げられだ．

 余は人胎見延髄のCaja1並にGolgi氏鍍銀

標本を以て，隣孤束核の構造，特にそれを構成

する細胞の軸索突起の延髄内の走行を槍索し，

得られた所見を人胎位延髄及び正常成人延髄の

Weigert－Pal標本の所見と比較検討する機会に

恵まれ潅ので，鼓にその成績を報告する．

第2章研究方法
 妊娠中維手術，流慶，或は早産等に依わ得られた人

胎児の死亡せるものより威る可く皐く中櫃神経を取り

出し，その廷髄を研究の対象とした．

 Golgi亜にCajal氏鍍銀法を使用したが，その術式

は教室員中村富夫29）の発表せる論文に詳しいから鼓

には省略する．

 ついでCajal氏鍍銀標本並にGelgi氏鍍銀標本の

検索所見と，暗室贋藏の5ケ月より10ケ月に至る人胎

兇延髄及ひ正常成人延髄のWeigert－Pal標本の所見

とを比較対象し樵討を加へた．

 Caja1並にGolgi法に依る検鐘材料を一括表示すれ

ば第1・表の如し．

第1表検鏡，材料

胎児歪面 月：及び性  頭磐長

1

2

5M．＄

6M．6

8．5cm

12．5cm

死亡原因

入工流産

流  産

鍍銀術式陸魅舗灘始

    J
Golg量

Golgi
8時間
18時間

［ 11B ）
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3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

7M．9
4M．9
7M．6
8M．9
6 M． 6・

7M．9
6M．9
7 M． 9

6M．9
7M． G
8 M． 9

22．Ocm

不 明

21．5cm

23．Ocm

19．5cm

20．Ocm

不 明

24．Ocm

不 明

2工．Ocm

19．5cm

流  引

入工流産

人工流産

入工流産

入工流産

流  門

流  産

人工流産

流  産

入工流産

流  産

Golgi

Golgi

Cajal

Cajal

Cajal

C猛〕al

Go］gi

Go19量
Cajal
Golg三

Golgi

Golgi

6時間
7時間
4時簡
12時間
8時聞
8時間
8時間
3時間
2時間
1時間
15時聞

第3章検査成績
 I Caja1氏法制本槍鏡所見

 1）錐体交叉直上の高さに於いては孤東の定

型的な集束は見られす，隣i国東核もそれと指摘

することは困難である．舌下紳経織維，及び舌

下紳経核も見られない．

 舌下祠1経根織維，：並に舌下紳経核が明瞭に見

られ迷走剥経背側核が現れる高さに至ると，孤

束も集束を形成し，孤束核も識別し得られるに

至る．襖歌核三叉紳経根聞繊維はこの高さでは

未だ出現しない，迷走剃軽車繊維はこの部では

全長に亘って追跡する事が困難である．

 筆先直下の高さに至ると，孤束の集束は漸く

中心荻白質の外側に明かに認め得られる檬にな

り，叉孤束の周辺の細胞も塘加するのが見られ

る．叉迷走祠1経根の求心性繊維は孤束腹側に進

入するのを確認臨來る．叉迷走耐経背側核よ砂

出る遠心性繊維は孤束の腹側をこの亀のに触れ

る事なく外側に向ふのを証明する．背索核より

発する内弧歌織維の一部分は孤束の内側を通り

縫線に達するが，中心次白質には未だ繊維は乏

しい．

 2）筆i尖上部に至ると，孤東は三月歌集束と

なり，隣孤束核柱が孤束核の外側に明瞭に附近

の細胞群と識別し得られるに至る．この高さに

至ると襖1伏核三叉一一根解織維が初めて出現

し，隣孤束核に到達するのが明瞭に観察出來

る．この部に於いては隣孤東核附近より発し，

：或は孤束を貫き，或は少数ではあるが，その腹

側並に背側辺縁を迂回しつ玉背内側に向ふ織馬

革が可成り多i数に見られる．これらの織維は略

k互に即行して，迷走神経背側核と背索核との

略e中間の基底友白質に至るのが明瞭に看取さ

れる．而してこの次白質の部分（附図1，aの

部）には繊維が極めて錯雑し，斜に短く切断せ

られたるものが多数見られ，叉孤束を横断し

て，この部に：到達した繊維で明かにこの部にて

吻側に向ひ縦軸に走行を締するものも確認する

事が出鴨る。迷走祠i経根申の知覚性繊維は三叉

聯暴馬無根を横切って孤束に到達し，この内に

進入するが，その際総て孤束の腹男縁より入

り，背側叉は中央部より進入するものは之を証

明し得なかった．迷走榊経背側核の内側部よ！

の遠心性繊維は孤束の腹内側にて集束を形成し

三叉祠1経：脊髄根を背内側より腹外側に横切って

延髄外に出る．叉孤束核中孤束の外側に位置す

るものの細胞より発する紳経突起で孤束を越え

て基底友白質に向ふものは之を証明し得なかっ

た（附図1）．

 3）延髄上部に至り迷走祠1経吻測端に近づく

と上述の関係は一暦明瞭になる（附図2，3）．

孤束を貫通した織維群は基底友白質内で一旦背

内側へ向ひ，後背外側に走行を轄じ基底友白質

の背外側辺縁（附図2，3のa）に次第に集合

する態勢を取り，この部で吻側に向ひ田飯直角
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に走行を轄1するのを確認出來る．

 省迷走聯経織維と孤束の関係は略ヒ下方の標

本に就いて述べた通りである．

 4）迷走紳経吻側端直下に於いては隣孤束核

及び隣孤束核附近より孤束を貫通して，基底友
ぜ 

白質に到達する繊維群は全く見えなくなる．更

に舌咽乖申経累進入部に達すると，孤束は漸次外

側に位置を蒋じ挙り，舌咽神経知覚織維は孤束

の背側より孤束に進入し，背側核よりの運動織

維は知覚織維の更に腹側を略ζ之と雫摩して孤

束には触れる事なく延髄外に出るのが判然と見

られる．この高さでは孤束はその集束を滅じ，

凹面を背内側に向けた牛月形を呈するが，その

凹面に接して著明な孤束核を認める．この孤束

核の細胞より出て背内側に向ふ織維は殆んど之

を認め難く，基底友白質背外側の辺縁にまで追

求可能のものは全く存在しない．

 以上を要約するに，隣孤束核は人胎見延髄に

於V・ては，筆癖附近に於いて初めて明瞭なる細

胞群として認められ，延髄中央部以上に至りて

孤束の集束が増大するのに比例してその大さを

増し，更に延髄上部に至り，孤束の集束が梢ヒ

縮小し初め外側に位置蓼蒋ずるに至ると縮小し

初め，迷走紳経の吻側端の直下に於いては明か

な細胞群として認め得難くなる．

 隣孤束核の存在する範囲に於v・ては，この核

を形成する細胞の軸索突起が多数生国を貫き，

孤束の背内側の基底友白質に進入するのを確認

出馬る。この織維群はこの部より基底友白質中

にてやがて背外側に方向を蒋じて，基底友白質

の背外側周辺に集合し，そこで走行を縦軸に難

じ，上行の態勢を示すのを証明し得た．この織

維群は迷走子院経根の知覚，或は三軍性繊維とは

明瞭に区別され，叉孤束附近に見られる他の範

疇の繊維群とも確実に識別し得られる特異なる

繊維群である．

 II Golgi新法標本所見

 Go】gi氏鍍銀法は祠！経細胞及び軸索を：顯現せ

しむる方法中国：も正確なものであるに拘らす，

その成績が極めて不安定なる事は周知の通りで

ある．我々も前述の如く多数の胎兜延髄にこの

方法を試みたが，Caja l標本に於いて見出され

たる事実を証明するに足る標本は第十三胎見に

於いて初めて完成し得た．このGolgi標本に

於いて，隣孤束核細胞の軸索は縄対多数孤束の

方向に向ふ事を認めた外，長く追求出照るもの

に於いては，明かに孤束に迄到達する事を確認

し得た．叉同国の走行の軸索が孤束を貫通して

基底友白質に指向せられある所見を証明し得た

（附図4）．

 又Golgi標本に於V・て隣孤束核の細胞を観察

すると，一般に孤束核の細胞より大きく，その

形は三角形，紡錘形，星形を呈し，樹枝歌突起

は可成珍あるが分岐は少く，棘が少く滑かな印

象を受ける．軸索は細く細胞体及び樹枝歌突起

から出るのを認め得た．

 爾孤束周辺の細胞の良く鍍銀せられたものを

槍索したが，孤束核細胞の軸索の走行に関し

て，孤東内或は周辺に密接して存在する孤束核：

細胞の軸索で，孤束を貫通して内側方に至ると

思はしむるものを見出し得なかった．：叉内側に

位置するもので腹側に軸索を出すものは認めた

が，中心或は基底友白質方向に長く軸索の走る

ものも見出し得なかった．孤束核細胞中比較的

孤束：の腹側に位置するもので可成り長くその軸

索を追求出置るものは，大体に於いて縫線方向

に軸索を出すものである事が知られた．背部の

内側に於いて，孤束の内側を通りやがて交叉す

ると思はれる軸索を発する細胞を証明し得た．

 叉隣孤束核の外側のNucleus trgemino－cunea－

tus lateralis及びintermediusの細胞軸索も同様

の走行を呈する像が見られる．

 要するにGolgi標本に於いてはCajal標本

に：於ける観察から得た隣孤束核細胞軸索の走行

に対する判定を支持するに足る所見を得たが，

隣孤束核細胞軸索の基底次白質のa部（附図1，

2，3）に直接到達するものを顯現するには成

功し得なかった．叉孤束核細胞の軸索，特に孤

束腹側に位置する細胞の軸索に関しては縫線の

方向に向ふものであるとの印象を受けた．
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 III Weigert－Pal標本鼻鏡所見

 教室野離の5ケ月以降10ケ月に至る人胎晃

Welgert標本，及び正常成人Weigert標本を系

統的に副詞し，特に襖欺核三叉癖馬根問織維

と，孤東を貫通して基底友白質に至る織維群，

及び隣孤束核周辺を占居する繊維壁の走行，髄

鞘獲得の時期を検討した．

 6ケ月以前のものに於いては襖il伏核三叉群群

根聞繊維及び孤束を貫通する類の織維は未だ全

く認め得られない．るケ月になると隣孤東核周

辺を占居する繊維申，迷走神経系統のものは孤

束の一部を除き髄鞘を形成し，三叉祠軽脊髄

根，舌下祠i経，内包駄繊維等の髄鞘形成が認め

られるが，基底友白質には髄鞘を獲得せる繊維

は極めて乏しく，孤束より基底友白質に走る織

維は全く之を認める事が出刃ない．

 7ヶ月に至って始めて襖欺核三叉剥蝦根郡下

維の髄鞘形成が認められ（乙黒30）），背索核より

出て蛇心或は基底友白質辺縁を廻って縫線方向

に走る髄鞘も多数認められるに至る．襖歌核三

叉祠1経根間繊維が髄鞘を獲得し初める7ケ月胎

晃に於いて，初めて孤束を貫通する繊維及び基

底友白質に向ふ繊維が認められ，背索外側部よ

り孤束を昏夢に抱擁する如く早歌に囲緯し縫線

方向に向ふ繊維の集束を認める．この時期にな

ると孤束は勿論全長に亘り髄鞘形成を完了す

る．延髄上方に於いては基底友白質に：Fuse束

も出現する．

 8ケ月のものに於いては前述の7ケ月細見の

ものと大差は認められない．

 9ケ月以降のものに於いては隣孤束核周辺の

繊維群は単果錯雑し來り，基底友白質申の有髄

繊維群も増加し，Schtitz束， Fuse束も明瞭に

認められるに至る．襖歌核三叉神経根聞織維は

勿論認められ，叉孤束を腹外側より背内側に：貫’

き基底友白質に向ふ織維群も相当数に認められ

るに至る．

 成人延髄に於いても孤束を腹外側より背内側

に貫く織維群が基底友白質の背外側辺縁部（附
                     ’
図2，3のa部）に集り來る像は可成り著明に

認められるが，SchUtz束の如き明瞭な集束とし

ては之を認める事が出來ない．

 迷走神経根の知覚根は孤束腹側より孤束に入

り，背側核よりの運動繊維は孤束腹側をこのも

のに触れる事なく延髄外に出る，いつれの場合

に於いてもこれらの根繊維は三叉榊経脊髄西中

を横切るのが，明瞭に看取される。

 迷走副軽の吻側端に近づくと，孤束の背内側

にNageotteの味覚核が周囲の友白質と区別さ

れる程度に出現し，孤束を次第に外側に排圧す

る如き態勢を示し，舌咽剃軽根が孤束の背側よ

り進入し初めると，味覚核は横断面に於いて殆

んど円形となり，孤束核の外側の細胞群は甚し

く少くなる。この高さでは隣孤束核は潰失し，

襖歌核三叉祠｛経根間繊維も見られなくなり，孤

束背内側の孤東を腹外側より背内側に貫通して

基底友白質に向ふ織維も認められなくなる．

 約言するに人胎児或は成人延髄のWelgert標

本に於ける，隣孤束核或は孤束附近に見られる

繊維群：は附図3及び4に示すA，：B，C， D， E，

F繊維群並に迷走及び舌下祠ユ経根所属繊維に大

別する事が出早る．A群は明瞭に他のものと鑑

別し得られるのみならす，隣孤束核柱の存在範

囲に於いてのみ認められ，髄鞘獲得の時期は略

ヒ按獣核三叉湖軽根間繊維の髄鞘獲得のそれに

一致し，明かに迷走祠軽系及び三叉祠1経脊髄根

に於ける髄鞘発生よウは逞延してみる．上述の

如くこのA群の繊維は基底友白質の背外側辺縁

（附図2，3のa部）で縦軸に走行を蒋するが，

このa部にSchCitz束の如き明瞭な集束は認め

得なv・．

 次にB群は主として背索核外側＝部より発し，

孤束の背外側に於いて集束を形成し帯歌となり

て孤束を環状に囲煙し，孤束の腹内側に於いて

方向を内側に韓じ縫線に向ふ．C群は，主とし
             
て背景核の内側部から発し，孤束の内側網様織

中を内野歌織維の最：内部を形成しつ玉縫線に向

ふ類のものである．D群は：Fuse束（Fesciculus

triangnlo－intercalatus）に一致し，延髄上方で可

成り著明な集束として認められた．F群は背索
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核の内側縁から発して孤束の外渕を廻りつ鼠腹

側に向ぴ，後内弧1伏織維を形成して縫線に向

ふ．E群ばF群とA群の中間部に存在しつX同

じく孤束の外側を通過し内弧歌繊維を形成する

織維群である．

 これらの繊維群中E群は基底友白質中に於い

て最もA群に近接した走行を示し，而も禅学外

側の網様織中を通過するのでA群と誤られる恐

れがあるが，仔細に追求する事に依って，之は

欝欝核に起る内弧歌織維なるに反し，A群は背

索に進入する事なくa部に還る織維なるを知

る．他の上述の繊維群はA群と混同さるS危瞼

が少いが，蝕に注意すべきは：B群が孤束周辺を

環状に囲興する事であって，標本に依っては恰

もこの織維が孤束の周辺に起始を有する如き観

を呈する事があるが，系統的観察に依ゆ容易に

この帯厭の集束は背理核に由來するもみである

事を制定する：事が出贈る．孤束の吻側に於いて

は，かSる舞歌の走行を示す織維は漸次迂廻の

度を弱めて次第にC群に近似の形態を示すに至

る。

第4章老按並に総括

 前章に於いて我々は隣孤束核細胞の軸索は背

内側の方向に向ひ，一部は孤束を貫き一部はそ

の間馬或は背縁を通過して基底友白質の一部

（附図1，2，3のa部）に：集合し來り，との部

で縦軸に走行を縛じて上行するものなる事を結

論した．以下この結論に関して若干の考察を加

へて見よう．

 元來延髄の孤束を中心とせる上記の部分は，

周囲には種々の系統の核が混在し，織維走行の

最も複雑を極めてみる部分である．隣孤束核は

孤束の大牟の外側に略ζ之と平行して存在し，

從ってその存在範囲は大休に於いて舌下身軽

核，迷走聯経核の存在範囲に略it一致してみ

る．

 一方上記孤束を腹外側より背内側に貫通する

織維群（以下之をA繊維と略称する）の存在す

る範囲は略it隣孤束核の存在範囲に完全に一致

する．

 從ってA繊維群は先づ舌下紳士，或は迷走紳

経系統のものでないかの問題を勢頭に槍討せね

ばならない．舌下祠」経蓮動核細胞の軸索は走行

比較的単純で，只今の織維との関聯はその位置

的関係よりも明かに除外する事が出掌るが，量

も重要にして而もその関係の緊密なのは迷走祠1

経系統の織維群である。以下A織維群と迷走神

経系統の織維との関係に就いて検討を続けよ

うv

 迷走示Fll経系の織維としては疑核（N・ambiguus

＝・ m．01 iginis VentTaliS n． Vagi）より出るi織維，

迷走祠i癒…背t則核（N・originis parasympathicus n・

vagi ）に発する遠心粗織維，及び知覚核たる迷

走神経外側背側核（N。termilialiS alae Cinereae

＝N・term血al｛s n． vagi）に至る求心性繊維とを

区別せねばならない．

 疑核細胞は三叉明経脊髄根腹側の網様織中に

散在して居り，このものよりの遠心性典維は一

旦背内側に向ひ孤束腹側で内側背側核よりの遠

心性繊維と交叉して，その背側に出で，鼓で方

向を腹外側に韓じ，このものと知覚性根織維と

の間を両者と略it畢行しだ走行をとりつN，延

髄外に掛る．一部はこの際縫線背側部で対側に

交叉すると云はれる（Kohnst amm i1）， Marburg

2、））．我々の標本に於いては疑核細胞の軸索の走

行は完全に追求し得られなかったが，隣孤束核

細胞の軸索とは最：も関聯の寡い繊維系統に属す

る事は疑ふ余地がない。

 次に迷走祠1経：内側背側核の細謹包は前者より小

型で大体に於いて中心或は基底友白質の略e

中央部に位置する．嘗ってこの核は舌咽，迷

走祠軽に共通なものと考へられてるたが，Van

Gehuchten 7）， Ramon y Caja 12）以降一般に：迷走

紳経に属するものと信ぜられてるる．我々は
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Cajal標本に於V、てこの核の細胞の軸索が

Ramon y Cajdl 2）の記載に一致して，この核の

腹外側で集束を形成し，孤束より可成り隔った

友白帯檬甲声を腹外方に向ぴ，三叉神経脊髄根

並にその膠様質を斜に貫通して延髄外に出るの

を認め得た．從ってA織維群とは困難なく鑑別

し得られた．

 迷走祠軽の知覚性織維群とA緻維群との鑑別

は最：も重要である．その爲には迷走祠1経：根中の

知覚性繊維群に関する充分な知識が必要であ

る．

 孤束の形成には三叉，中黒両紳経も耳翼する

とする人もあるが（Wallenberg 34＞， Nage⑪tte 2呂）），

その大部分が舌咽，迷走両立申経に依り構成せら

れる事に関しては異論なく，これら両祠経知覚

織維は孤東中を下降したる後，孤東内兜はその

周辺に存在する友白質即ち一般に孤束核と呼ば

れる細胞群に絡呵するものとされる．

 （Bechterew i）， CajaP））．而してこの孤束核の

軸索は同側或は対側を上行すると云ふのが現在

一般：に支持されてみる見解である．

 Ramou y Caja12）に依れば迷走祠1経知覚根織

維の馬草多数は三叉祠i経脊髄根並にその膠檬質

を腹外側より背内側の方向に貫通して，同母の

孤束に到達し分岐する事なくその中を垂直に下

降する（極めて少部分は三叉祠懸脊髄根内を下

降する），兎に於V・ては，この外後縦束の背側

で交叉して対側の孤束に入るもの，或は孤束の

腹内側の友白網様織附近で垂直の：方向に走行を

制するものも証明し得られると云ふ．

 叉孤束に附属する知覚性の核としてRamon

yCajal 2）は孤束そのものに含まれる聞質核

（Ganglion interstitiel）と，孤束の内測に位置す

る下降輝くGanglion descendant）及び孤束下端

で両側孤束の融合部に存する交連核（Ganglion

COmmlssural）を区別する． Nageotte 28）が孤束の

上端附近に発見した味覚核を下降核の一一部であ

らうと推定する．

 孤束はその垂直の走行に於いて主として下降

核（Gnaglion descendant）に絡末する無数の側副

枝を分岐しつS下降し下端は交連核（Ganglion

Commissura1）に終末する．

 これらの知覚性細胞は蓮動性細胞に比較する

と小さくξ角形，星芒形，或は紡錘形で，樹枝

歌突起は滑かで棘が少く可成りの枝を持つ：軸

索は甚だ細く屈曲して居り，その全長を精密に

追求する事は困難であるが，先づWallenberg

35），Van Gehuchten 8）等の記載した三叉剃1経二

聖経＝路（背側経路）に極めて近接した位置をと

りつ玉，舌下夕蝉核の背側或はその側方に配列

し，次V・で迷走神経：外需背閲核並に孤束に近接

した位置を占める．この中枢性経路には交叉性

織維と非交叉性織維とを含む．前者は一側の孤

束核から出て小集束をなして岡三の申枢路の中

或はその背側を通って正三線に向ひ，縫線を越

えて対側に交叉して，対側の塾側性二次経路に

合体するものであると云ふ．

 上述の記載に依って明かな如く，孤束を中心

とした附近の友白質里中には迷走祠1経系の知覚

織維群が錯雑してみる．以下に於いて我々はこ

れらの織維群と既述の孤束を貫通するA繊維群

との鑑別点を論じて行かう．

 Cajai標本に於いて迷走祠経知覚根織維は三

叉憩経脊髄根及びその膠様質を斜に横切り，隣

孤束核の腹側を通過して，孤東に達し，大部分

その腹側から孤東内に進入する．勿論Weigert

標本に於いても，とれら織維は明瞭に孤束まで
                
集束として確認し得られる．極めて少数の織維

は孤束に入る前にその集束から離れてむしろ背

側よりの部から孤束に進入するのを認められる

が，迷走聯経根に属する織維で孤束を貫通する

ものは証明し得られなかった．

 孤束核としては上述の如く問質性のもの，内

測の友白質及び交連核を区別し得るが，交雄核

はその位置的関係から，A織維と鑑別の必要が

ない．孤東内側の友白質（下降核）が辛うじて

問題となり得るが，この核の細胞の軸索は多く

腹内側に向ぴ交叉する態i勢を示し，A織維の如

く孤束を腹外側より背内側に横切るものは見出

し得られなかった。

［IB）



124 大 田

 かくの如く隣孤束核附近より起り孤束に進

入，之を貫通する織維（A織維）の大部分は迷

走紳経知覚根繊維，孤束或は孤束核とは無関係

のものと結論して大過ないものと考へられる．

 」：三坂12）は孤束の大部分が交連核を介して対側

に交叉すると云ふCajalの論に反対したが，人

脳に於ける我々の槍索に於いても錐体交叉直上

に於いて孤束より発する若干の繊維が中心友白

質の背側で交叉する如き印象を受けたが，この

問題に関しては只今は深く立ち入らない事とし

よう．

 舌咽神経の知覚根繊維も勿論孤束を下降する

ものであるが，この織維の孤束周辺の知覚核に

対する態度は前述の迷走神経に於ける関係に殆

んど同様である．從ってA織維群は舌咽紳経系

統のものにも属しないと言へる．

 舌咽棘経根笹入部に達すると上述のNageotte

の味覚核が明瞭に孤束の背内側に附近の友白質

と区別して認められるに至り，孤束核そのもの

は小さくなるが，この高さに至ると隣孤束核は

消滅し．同時に孤東を貫ぬくA織維群も亦消滅

する．Kohnstamm及びW⑪lfstein 11）は兎に於

いて孤束外1則に從來孤束核に包含せられて來た

もので，之とは全く異なる細胞群の有在に着目

し，Nucleus parasolitariusと命名し，この細胞

より孤束に至る繊維の存在を記載してみる．野

卑の記載に依るにこの細胞群は筆尖附近より尾

側に至る極めて狭V・範囲にのみ存在し，且つそ

の数は多くなVO．この種細胞群が人聞にも存在

すると仮定しても，延髄の広い範囲に多数存在

するA繊維群との関係は重要塾するに当らなV・

と信ぜられる．

 Winkler 3G）は孤束核を味覚繊維の一次絡末野

として取り挙げ，この核の二次経路に就いて槍

討を加へたが，この核よりSchtttz 3E）の背側縦

束，介在核（Staderini），及び三角核に至る繊維

が出る事を主張してみる．前二者に至るものは

a部（附図2，3）に到達するA繊維群とはそ

の方向が全く異なる点よりして容易に鑑別する

事が出來る．三角核に至るものとはその走行に

多少の類似がないでもないと考へられるが，A

織維群はa部（附図2，3）即ち三角核の位置

より明かに内方の基底友白質外側部にて上方に

走行を押する点，三角核が未だ著明に出現し來

たらざる高さに於いて既に多数のA織維群を認

め得る点，及び三角核が著明に拡がり來る高さ

に於いては，A繊維群は既に認め得られざるに

至る繋馬に依り，A織軽四は三角核に密接なる

関係を有する織維ではないと結論すべきであら

う．

 叉迷走祠軽，舌咽耐経の一部が孤束に進入す

る事なく三角核に直接到罪する事を認めるもの

もあり（Kappers io）），叉Godlowski 9）の如ぐ舌

咽邑楽根繊維が孤束に進入を開始する高さに至

ると基底友白質に三角核は拡散し，このものに

孤束を貫通せる舌咽帥経根繊維が放散1伏に走行

して結合すると云ふものもあるが，我々の標本

に於いては，この高さでは隣孤束核は消滅し，・

隣i上東核よりの特異なA織維群は存在せす，か

くの如き走行をとる繊維の多数存在するのを証

明し得なかった．

 von Monakow 27）は延髄の：Burdach氏核と三

叉祠j経脊髄根出間に存在する広範な友白質中に

ある細胞群を味覚二次経路の起始核と考へ，此

処より発する繊維はVagQglossopharyngeussch－

leifeを形成して耳蝉網織維の最内部を形成し，

縫線で交叉すると主張したが，上記友白質中に
            うは当然隣孤束核も包含せられる所であるが，こ

の部の荻白質の細胞軸索がGolgi或はCajal標

本でMonak⑪wの推定した如き走行を示さない

：事は既述の如くである．

 最後にProfst束に就いて一言する要があら

う．この経路は：最初Pro蹴＄o）（1899）カ’；犬に於

ける中脳被蓋の損傷実験に依り襯察し，中脳よ

り延髄に下降するものと考へた．その後

Lewandowsky 24）， Economo一〕Karp工us 5）， Corbin 3）

等下降性のものと考へる学者も少くなV・が，

May－Horsley 26）の如くその中に上行性のものを

含むと考へる学者もある．本繊維束の人間に於

ける全長を明瞭に指摘してみる論丈はなV・が，
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もし本繊維束が人間にも存在するとすればその

絡末（或は起始）を孤束附近に持ってるる点で

A織維束と鑑別を要する（v．Economo 4）の論文

に：はProbst繊維束として人閥の延髄中央部に

於いて我々のA織維に相当すると思はれるもの

が指摘せられてるる）．との鑑別点は一にA繊

維束が隣孤束核附近で絡末分岐の像を示すか，

或は隣孤束核細胞等の軸索に連絡するかの点に

かNつてみる．我々は現在のところ未だ前者の

像を証明し得す，、反対に後者の像は上述の如く

証明し得た。從ってこのA繊維束は上行性のも

のが少くとも大部分であると解釈する．May－

Horsley 26）の記載してみる孤束核と覗丘聞の同

側性蓮絡（即ち氏等のProbst繊維束）は，從

ってもし入間にも存するとすれば，このA繊維

東に極めて近似の性厭を示してみるものと云は

ねばならないが，上述の如くA織維束は孤東核

そのものには関係なくその側方より発するもの

である．IMay－Horsley e6）はPr⑪bst束を中心性

味覚経路と思惟したのであるが，久留教授19）22）

23）の指摘されてるる如く，氏等の証明し得たも

のは同側性の橋延髄硯丘聞蓮絡であり，而も平

丘内野末部位が外側核である点で，味覚経路と

は信じ難iい（街前述の如く孤束核よりは交叉性

の上行性繊維が証明し得られる）．両氏の研究

はMarchi測索であるから，我々のA繊維束を

孤束核に発するものと誤認した可能性は高いも

のと云はねばなちない．

 以上を要約するに，隣孤束核附近に発する多

数の織維が：或は三唱を：貫通し（大部分），或は孤

束の腹側叉は背側を迂廻して背内側に向ぴ，基

底友白質外耳∠ドに於いて背外側に走行を韓じ基

底凍自陣の背外側辺縁に到達し，この部に於V・

て縦軸に走行を轄じ上行する事を確認し得た．

とれらの繊維群は隣孤束核存在範囲外にては認

められぬ事，孤束近傍に他にかSる多数の特異

な繊維群の発生を説明し得べき友白質の存在し

ない事の他，又髄鞘発生の時期に於いて襖状核

三叉乖申経根間織維との間に相関々係を認められ

た事等に依り，その起始の絶対多数を同側の隣

孤束核細胞に求むべきものならんとの推定に到

達した．Golgi標本並にCajal標本の一部で現

出し得られた隣孤束核細胞の軸索の方向はこの

推定を。支持するものであらう．依ってこれらの

関係を模式図にて示すと附図5の通りである．

 伺襖1伏核三叉祠ユ経野卑繊維の走行中に存在す

る荻白質（Monak⑪w－Fuse 6）の：Nucleus tr1gemino

－cuneatus lateralis及びintermedius）の細胞軸

索も恐らくA織維群の形域に参加するであらう

事を附言する．

 この特異の繊維群は基底友白質の背外側辺縁

にて略tr 90。上方に屈曲して縦軸に走行を聴す

るが，我々の肥し得た標本の範囲内では明瞭な

集束としては観察され得なかった．

 この織維束がどの高さまで上行し，何処に絡

末するか，叉上位に於いて如何なる位置を占む

るか等の問題は，この織維束の比較解剖学的槍

素と共に今後の研究の興味ある目標をなすであ

らう．

第5章 結

 余は人胎見延髄のCajal標本及びGQIgi標

本を槍凝し，併せて5ケ月以降の人質見延髄並

に正常成人延髄Weigert標本を系統的に槍罪

し，隣孤束核細胞の軸索の方向を決定しようと

試みた．

 1．Golgi並にCaja1鍍銀標本に於いて隣孤

束核の細胞は三角形，星芒状，紡錘形を呈し，

論

樹枝歌突起は棘が少く滑らかで，分岐も少V・．

軸索は細く細胞体及び樹樹伏突起から出て，大

部分孤束の方向に向ひ，比較的長く追求出撃る

ものに於いては明かに孤東岡或は背内側縁に到

達してみるのを証明し得る．

 2．Calal鍍銀標本に於いて隣孤束核の位置よ

り多数の織維が孤束の方向に向ぴ，大部分この
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ものを腹外側より背内側に貫通し，一部は■の

ものの腹縁或は響町を迂廻して基底友白質に達

し，このものの中で，背外側に方向を薯じ，迷

走神経背側核の外側の基底友白質背外側縁に於

いて縦軸に走行を轄じ吻側に向ふのを証明し得

る．

 3．この種の繊維群は髄鞘獲i得の時期が，三

叉，一舌咽，迷走，舌下祠i経論の根出維よりも旧

く，脊髄隣孤束核路の襖歌詠三叉持経根間織維

のそれe・z 一“致する．叉その出現範囲は隣孤束核

の存在範囲に略it一一twする．

 4．上述の所見より一門東平細胞は同側の基

底友白丁周辺を上行する軸索を持ってるるもの

と結論せられる．

 5，本繊維と鑑別を要する繊維群に関して若

干の考察を廻らした．

 欄筆するに当り終始御懇篤な郵指導御校報を詣りた

る恩師久留前面並に標本作製に当り種臨御敢示に預む

たる本学解剖学敏三佐ロ敢授に満腔の謝意を表し，併

せて敢室員諸氏の御援助に深謝す。
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大 田 論文附圖 （2）

 第   3  図

第八胎児Cajal標本 延髄上部

〈霊

 第   4  図

第十三胎児Golgi標本の模式図
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大田論文附圓 （3）

 第  5  図

隣孤束核細胞の走行を承す模式図
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Cajal及びG⑪lgi氏鍍銀法を以てせる人胎児莚騰の構造，特に
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NXII

Ncu

Net

Ng

三叉神経脊髄根

迷走神経疑核繊維

迷走神経二刀核蓮動繊維

迷走二三背側核知畳繊維

模歌束、
三叉神経脊騒根回

迷走紳経内側背側核

迷走紳言外測背側核

舌下丁丁核

襖歌核
円隆起核

薄束二

様圖略符説明

              NiS

             NTjs

             Nvt

             Ts

             Tspbu

              A

              B

              C

              D

              E

              F

              a

介 在 核 （Stnderini）

隣孤束核

三角核
孤  束

模写核三叉神経根闇繊維

隣孤束核細胞軸索

内証朕繊維

内孤状繊維

Fuse三

内孤状繊維

同 上

基底灰白質背外側部
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